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Ⅰ．はじめに 

2015 年 9 月，ニューヨークで開催された国連総会におい

て，「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ 1）」が，国連

加盟国によって全会一致で採択された。そのアジェンダに記

載された 2030 年までに達成されるべき世界共通の国際目標

が SDGs（Sustainable Dvelopment Goals）である。 
SDGs は，17 のゴール，ゴール達成のための行動指針であ

る 169 項目のターゲット，達成度合いを測定する 230 余りの

指標で構成される。17 ゴールだけでは SDGs を理解するこ

とは到底できないので，ネットで公開されている2030アジェ

ンダや SDGs の企業行動指針である SDG Compass2）を，是

非一読いただきたい。 
SDGs に取り組む上での基本方針は，以下の 5 項目である。 

①普遍性：前身のミレニアム開発目標（MDGs）は，途上国

を対象としていたが，SDGs は，先進国も含めて

世界中の国が持続可能な発展に向けて行動する。 
②包摂性：地球上の誰一人取り残さないことを謳っている。 
③参画型：国際機関，国・地方自治体，企業，NGO など，す

べてのステークホルダーが参加し，役割を担う。 
④統合性：持続的な発展をしていくには，社会・経済・環境

の 3 側面に統合的に取り組む必要がある。 
⑤透明性：目標を掲げただけではなく，定期的にフォローアッ

プを行う。 
SDGs は，2016 年 1 月 1 日に正式に発効した。2018 年ま

での 3 年間で，各国・団体はアクションプランを作成し，各

企業は，自社の経営課題と 17ゴールとのマッピングを行い，

マテリアリティ（自社に関わる重要課題）を特定したところ

であり，2019 年からゴールに向けて活動を本格化し始めてい

る。SDGs は今や世界共通の言語であり，投資家をはじめ多

くのステークホルダーが，企業価値の評価指標として SDGs
経営に注視している。企業は SDGs への取り組みを大きなビ

ジネスチャンスと捉え，対応していく必要がある。 
 
Ⅱ．SDGsに向けた日本政府・産業界の取組み 

日本政府は，内閣総理大臣を本部長，全閣僚を構成員とす

る「SDGs 推進本部」を設置し，2017 年 12 月には， 
・ SDGs と連動する Society5.0 の推進 
・ SDGs を原動力とした地方創生，強靭かつ環境に優しい魅

力的なまちづくり 
・ SDGs の担い手として次世代・女性のエンパワーメント 

を「三つの柱」とする「SDGs アクションプラン 2018」を策

定し，SDGs に本気で取り組む日本企業を後押しすることを

記載した。このアクションプランは，半年ごとに改訂され，

日本政府の取り組みを具体的に示してきた。そして，さらな

る推進に向け，2019 年 6 月の G20 大阪サミットや 9 月の

ニューヨーク SDG サミットの場を活用して，国際社会に「日

本の SDGs モデル」を共有・展開し，本年中にこれらの各種

取組を統合・発展させる形で「SDGs 実施指針」を改訂する

という「拡大版 SDGs アクションプラン 2019」を発表した。 
また，日本経済団体連合会は，日本政府の活動に呼応して，

2017 年 11 月，Society 5.0 の実現を通じた SDGs の達成を柱

とした企業行動憲章の改定を行い，「持続可能な社会の実現が

企業の発展の基盤であることを認識し，広く社会に有用で新

たな付加価値および雇用の創造，ESG（環境・社会・ガバナ

ンス）に配慮した経営の推進により，社会的責任への取り組

みを進める。」と発表した。 
 

Ⅲ．当社のマテリアリティと R&Dの方向性 

建設業は，SDGs のゴールの内，「9 産業と技術革新の基礎

をつくろう」，「11 住み続けられるまちづくりを」など，都市

やインフラの開発に深く関わっていると同時に，省エネル

ギーや環境負荷低減など自然環境に関するゴールへの責務が

大きい産業である。また，そのほかにも企業としての社会的

責任やコーポレートガバナンスに関する事項を含めると，

SDGs のすべてのゴールに関係がある。その中で，当社が

SDGs に最大限に貢献するとともに，持続可能な発展を遂げ

るために，2030 年以降の社会並びに当社の将来像を想定し，

「社会への影響度」と「当社における重要度」の 2 軸で評価

して， 7 つのマテリアリティ（重要課題）を特定した。 
これらのマテリアリティの達成には技術開発が不可欠であ

るため，鹿島グループでは中期経営計画における R&D 戦略

を踏まえ，以下のような R&D の重点課題を設定して取り組

んでいく。また，Fig.1 に示す既開発の 21 技術を p.3 以降で

紹介する。 

 

１．新たなニーズに応える機能的な都市・産業基盤の構築 

これまで培った経験と新たな技術を融合させ，新たなニー

ズに応えるとともに，住みやすさ・働きやすさ・ウェルネス

などの機能の追求により，建物・インフラの構築，まちづく

り・産業基盤整備の分野において先進的な価値を提案する。 
【R&D 重点課題】 
ウェルネス・健康，スマートビル／シティ 
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２．長く使い続けられる社会インフラの追求 

建物・インフラの長寿命化をはじめ，改修・維持更新分野

における技術開発を推進し， 将来にわたり安心して使い続け

られる優良な社会インフラの整備を担う。 
【R&D 重点課題】 
建造物の長寿命化技術，インフラ維持・リニューアル技術，

施設・建物管理業務の高度化 
 
３．安全・安心を支える防災技術・サービスの提供 

災害に強い建物・インフラの建設や技術開発，発災時の迅

速な復旧・復興のためのサービスを提供する。気候変動によ

る影響も踏まえて防災技術の高度化に努め，安心して暮らせ

る安全な社会を追求する。 
【R&D 重点課題】 
制震・免震技術の高度化，気候変動を踏まえた強靭な建

物・構造物の建設，BCP・リスクマネジメント 
 

４．低炭素社会移行への積極的な貢献 

工事中の CO2排出量の削減，省エネ技術の開発や再生可能

エネルギー施設の整備，グリーンビルディングの開発やエネ

ルギーの効率的なマネジメントなどを通じて，低炭素社会へ

の移行に積極的に貢献する。資源循環・自然共生にも取り組む。 
【R&D 重点課題】 

ZEB・省エネルギー，再生可能エネルギー施設，グリー

ンインンフラ，生物多様性 
 

５．たゆまぬ技術革新と鹿島品質へのこだわり 

技術開発による生産性向上と安全性向上により持続可能な

次世代の建設システムを構築する。また，建物・インフラを

お客様に自信をもってお引き渡しするため，品質検査・保証

の仕組みの不断の改善を図り，安心して建物・インフラや環

境を利用いただくための品質を追求する。 
【R&D 重点課題】 

ICT を利用した生産性の向上，品質・安全の確保・向上 

６．人とパートナーシップを重視したものづくり 

建設現場の働き方改革，担い手確保の推進と，人材の確保・

育成，様々な人が活躍できる魅力ある就労環境の整備を進め

る。事業に係るパートナーとの価値共創と，外部との連携を

活用したイノベーションの推進に取り組む。 
【R&D 重点課題】 
当社技術の海外展開による現地の開発への貢献，国内外

におけるオープンイノベーションによる技術の進展 
 
Ⅳ．おわりに 

「人類と地球の未来は我々の手の中にある。そしてまた，そ

れは未来の世代にたいまつを受け渡す今日の若い世代の手の中

にもある。持続可能な開発への道を我々は記した。その道のり

が成功し，その収穫が後戻りしないことを確かなものにするこ

とは，我々すべてのためになるのである。」これは，持続可能な

開発のための 2030 アジェンダの結語である。 
一方，2019 年 9 月 23 日，国連本部で開催された気候行動サ

ミットで，スウェーデンの高校生環境活動家グレタ・トゥンペ

リさんが檀上に立ち，「世界の首脳らが温室効果ガス排出問題に

取り組まず，自分たちの世代を裏切った。」と演説した。政府の

気候変動対策が不十分と抗議する若者の運動は世界各地に広ま

り，9 月 20 日には数百万人の児童・生徒が学校ストを行った。 
SDGs のゴールまでの 10 余年，我々は全世界が願う人類と地

球の輝ける未来を後世に受け渡すために，社会・経済・環境の 3
側面にわたる持続可能な開発に真摯に取り組んでいかなければ

ならない。 
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Fig.1 当社事業のマテリアリティと SDGs17 ゴールとの関係，並びに今回の特集で紹介する 21 技術の分類 Fig.1 当社事業のマテリアリティと SDGs17 ゴールとの関係，並びに今回の特集で紹介する 20 技術の分類 

社 会 環 境 事業継続の基盤
1 2 3 4 5 6 7

新たなニーズに応える
機能的な都市・
産業基盤の構築

長く使い続けられる
社会インフラの追求

安全・安心を支える
防災技術・

サービスの提供

低炭素社会移行への
積極的な貢献

たゆまぬ技術革新と
鹿島品質へのこだわり

人とパートナーシップを
重視したものづくり

企業倫理の実践

〉〉 〉 〉 〉 〉 〉

• Nem-Amore
• 行動観察技術
• IoT・AIを駆使したビ
ル群管理

• 美シール工法
• サクセム床版
• M・トロン

• 光ファイバーによる
維持・管理

• 災害情報共有システム

• 超高層建物の制震
補強

• ジェットクリート工法

• ENE-ST
• ReHP
• バイオマスのエネル
ギー化技術

• FRウッド
• 環境配慮型コンクリート
• グリーンインフラ

• ゲンジボタルのモニタ
リング技術

• ICTを活用したコンク
リートの品質向上

• クワッドアクセル

• グローバルなオープ
ンイノベーション
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